
血中食物抗原特異的 IgG抗体検査（IgG4などのサブクラス抗体を含む）に関する注意喚起 
  
米国や欧州のアレルギー学会および日本小児アレルギー学会では、食物アレルギーにおける
IgG抗体の診断的有用性を公式に否定しています。 
その理由として、以下のように記載されています。 
すなわち、①食物抗原特異的 IgG抗体は食物アレルギーのない健常な人にも存在する抗体であ
る。②食物アレルギー確定診断としての負荷試験の結果と一致しない。③血清中の IgG抗体の
レベルは単に食物の摂取量に比例しているだけである。④よって、この IgG抗体検査結果を根
拠として原因食品を診断し、陽性の場合に食物除去を指導すると、原因ではない食品まで除去
となり、多品目に及ぶ場合は健康被害を招くおそれもある。 
以上により、日本アレルギー学会は日本小児アレルギー学会の注意喚起を支持し、食物抗原特
異的 IgG抗体検査（IgG4などのサブクラス抗体を含む）を食物アレルギーの原因食品の診断
法としては推奨しないことを学会の見解として発表いたします。 
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